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福島県沿岸の底生動物の分布について(短報)

五十嵐敏

On the Distribution of Macro Benthos in the Coast~l Region of Fukushima (Short Paper) 

Satoshi IGARASHI 

本県沿岸の水深 10m~ 150 m!r.分布するマクロベントスをスミスマッキンタイヤ採掘器で採集し

(図1)，その出現種をみると(表1)，多毛類，甲殻類，二枚貝類の3つの動物群の出現が多く，中で

も多毛類の出現割合が高い。

乙れらのマクロベントスは種毎Iζ多く出

現する水深帯がみられ，多毛類では，水深

10m~50m!とスピオ科の数種が多く分布

し，水深40m~ 80 mlとはイトゴカイ科，

ヒメエラゴカイ科およびタケフシゴカイ科

の種が多く，水深70m以深lとギボシイソメ

亜科の種が，水深 100m~ 120 m ILナナテ

イソメ亜科およびカザリゴカイ科の種が多

い。甲殻類では， ヨコエビ類のホソハサミ

ソコエビが水深40mJ2}_浅iζ分布し，ニッポ

ンスガメは水深40m J2}_ 深lζ，クビナガスガ

メは水深 30m~ 50m Iζ分布が多い。二枚

貝類では，チヨノハナガイおよびモモノハ

ナは水深 20m~ 30m 1<:多く分布し，キラ

ラガイは水深 30m~ 40mlζ高密な分布が

みられ，ハナシガイは水深 50m~110m

lζ分布がみられる。

また， 3調査線で種毎の分布水深を比較

すると，同一種の分布水深が北方ほど探い

方lζずれている傾向がみられるが， ζの原

因は明らかでない。

ζれらの底生動物をその摂食様式による

分類を試みると，選択的堆積物食者および

非選択的堆積物食者の堆積物食の 2摂食型
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図1 底生動物調査地点

が多い。全採集底生動物lζ対する個体数割合で，乙の 2摂食型の出現状況をみると(図2)，選択的堆積

物食者は水深 10m~50mおよび水深 100m~150ml<:出現割合が高く，非選択的堆漬物食者は水深

60 m~ 90 mlζ出現割合が高い。乙れらの摂食型の主となる底生動物は 選択的堆積物食者では，水

深 10m~ 50 mではスピオ科等の小型の多毛類，キララガイ等の二枚貝およびヨコエビ類であり，水

深 100m~ 150 mではナナテイソメ亜科，カザリゴカイ科およびシロガネゴカイ科等の比較的大型の

多毛類である。非選択的堆積物食者は，多毛類のイトゴ刀イ科， ヒメエラゴカイ科，タケフシゴカイ

科およびギボシイソメ亜科の種が主である。
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表 1 福島県沿岸の底生動物

C 肉食者.S F :胆濁物食者.S D F ~選択的継積物食者. NSDF:非週択的治積物食者 1四羽目合の田上の個体数/0.2m2

ーーーーー~ーー
J問責地点水探m 小名岳 S 54.8.21 久之浜 S 54.8.23 大 間 S 54.9.3 

種名 機式 、¥ 1020304050印 7080901田 11013l 130 1岨 150 102030405060708090 1田 1101却 13:1140 1田 1020304050607080901田 1101却 1甜 1401田
ウロコムシ科 c 1 1 z 3 6 6 

理 サウシミパケムゴカシ科イ科
C 2 
c 1 5 9 1 1 2 3 10 3 4 1 1 3 2 2 

在 カオギトゴヒカメイゴ科カイ科
c 14 II 1 6 2 2 2 4 
c 2 2 1 2 2 2 1 4 10 2 2 

自 シリス科 C I 2 2 2 3 7 z 2 4 5 3 1 2 7 2146482  
ゴカイ科 C 1 1 1 2 2 2 2 1 2 
シロカ'ネゴカイ科 SDF 6 3 5 1 2 2 1 1 4 4 8 田 15 4 1 13 2 2 2 2 14担 18 1 13 2 2 2 4 6 2 24剖 2
Lacydoni idae ? c 6 6 1 2 2 2 2 2 

事
チロリ亜科 c 3 2 5 7 3 1 II 2 1 2 21444222  4 6 7 1 4 6 1 2 2 2 2 2 
ユカイチロリ亜科 c 1121岨お田 15田 14 12訂 話 52由 151944106 4 10 2 3 1740182711041264420 2 
ナナテイソメ亜科 SDF 14 2 2 1 2 5 2 40 14 30 16 1 6担 746222
キ'ポシイソメ亜科 NSDF 23131136610 6 2 4 8 11 II 6122881061036 2 1 31516104484 剖 8
セグロイソメE科 c イソメ亜科 イソメ亜科 4 
ノリコイソメ亜科 c II 2 (剖 2 11) 2 2 

毛
スピオ科

Pot1ldo時 Sp. SDF 4 4 1 1 

定 S円向世間向叩mMSSRR 
SDF 4 6 2 1 2625247田 1 1532 19 
SDF 22 38 568219白出 17 4 3 2 2101百寓1203727 12 12 2 2 12 1 14 15潔豆郡 1558388 6 10国 14

P.町 :p7'1.ono押印 7目指也t. SDF 3441056 11 18 11 1 1 -4 2 2 12 I 2106 2 
在 Spionidae S PP. SDF 5 6 3 2 2 7 5 1 4 2 2 2 8 2 1 1 10 2 -4 1 3 -4 6 -4 -4 4 8 
モロテゴカイ科 SDF 34162616 2 2 5 1 4 6 z 1 1 1 6 1 3 2 2 
ミズヒキゴカイ科 SDF 1 3 11238513 8 10 15 16 16152222 2 4 16 5 2 101 -41182101226686 
Heterospion idae SDF 2 4 6 1 3 2 

頼回
Trochochaet idae SDF 1 3 11 1 1 2 2 1 2 4 4 
ホコサキゴカイ科 NSDF 1 3 4532142  2 5 81412188428622 3 1 2 1 11 22 8 10 2 4 却
ヒメエラゴカイ科 NSDF 13181322田 385 6 1 4 7 9 2212331218761866 -4 4 3 13 113819168 -4 8181626 担
*73.りアゴカイ科 NSDF 1 4 4 3 2 "4 1 2 2 2 2 II 1 4 6 
Cos$uridae 1 1 2 1 2 2 1 

トノサマコ'カイ科 NSDF 3 2 2 1 2 4 4 4 4 
イトゴカイ科 NSDF 3113778911訂 63162622 673162111甜却 2668415 2 1 1 6 5 9 9 18 8 14 16 6 6 14 2 
タケフシゴカイ科 NSDF 11442151322486139 11剖42剖 86612671 1担割 16苫 226 6 8 
チマキゴカイ科 SF z 1 4 
ダルマゴカイ科 NSDF 1II 1 
ハポウキコ'カイ科 SDF 2 
カンムりコーヵィ科 SF 2 2 
ウミイサゴムシ科 NSDF? I 1 4 4 
カザリゴカイ科 SDF 5 '6 6 1 9 10 2 4 2 12 5 6 14 18 6 6 1 3 ZZ551-41028 田 4 4 
フサゴカイ科 SDF 1 1 6 2 4 2 13 2 6 6 33102242 8 
ケヤリ科 SF 6 1 2 2 3 1 3 1 6 1 2 2 2 2 2 1 2 3 2 z 2 2 4 4 
不明多毛頭 1 1 1 5 1 3 1 6 2 2 4 2 2 

耽甲亜掴 コノハエピNebalw.lnp.u SDF 4 

ミツクリハマアミ ー 10 忽

甲
Ac.叫k開t](31.317l印刷ku.rii

アミ目 サガミハマアミ

A 岨~"ne閣時
不明アミ l z 5 

世クマ自 クマ商 3 3 4 1 2 1 1 2 z 8 2 

等脚巨 等脚類 SDF 1 4 2 4 

フトヒゲゾコエピ科 SDF 2 

醐ヨ
(スガメゾコエピ科〕

顕 2 A胃tpoli3Ca.br.阿国rn.i" SDF 1甜胡 41 2 3 40 8 27 

ェ A SP. SDF 1 1 2 4 2 1 222  6 
ピ B帥t臼 ppo1tic叫 SDF 17 1819 6 2 3 2 3 4 2 2 4 4 1 3 1 4 4 2 4 6 2 

脚 車 γノヒゲソヨエピ科 SDF 13 1 1 6 4 2 
自 ヒサシソコエピ科 A SDF 16 

- B SDF 1 1 2 2 2 4 
自 - c SDF 9 
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トゲヨコエピ科 SDF 1 
Haustri idae SDF 5 
クチJ<シソコエピ科 SDF 14 5 
PontoC1"atu alta押田，rin1f，6 SDF 7 16 8 1 1 
ヨコエピ科 SDF 2 1 
不明ヨコエピ覇 SDF 4 8 3 2 14 4 2 
ワレカラ顕

オキアミ顕 2 
キシエピMe tapeoeopsio 
血1，も
L句沈侃"，/aSP. 1 1 4 2 1 .1 

Ogyγidu SP. 
エピジャコ Cra'可 onaffinill 2 1 
不明エピ 1 1 1 

ヤドカクり額ダヒ 1 
フシメ ゲガι

コブシガニ科 4 
クモガニ科 11 
ヒシガユ科

カタレガニ科 SDF 12 
不明十脚煩 z 1 

ワミグモ額 1 
不明早積 : 2 

ヒザラガイ額 1 

タマメfイイ特科
エゾパ

キセワタガイ科

スイフガイ科 S.DF 4 3 
不明巻貝煩 2 2 
ロウソタツノカーイ 91 
ツノガイ罰 4 11 13 
アサヒキヌタレガイ SDF 
キララガイ SDF 1 27 41 
マメクルミガイ科 SDF 1 1 
シワロウパイ科 SDF 
ゲンロタソデガイ SDF 2 
ソデガイ額 A(ナガソデがイ) SDF 3 3 

• B SDF 4 1 
イガイ科 SF 
ハナシガイ SF 6 7 16 9 6 2 
ミノガイ科 1 2 
エゾイシカゲガイ? SF 
ヒメJぜカガイ SF 
チヨノハナガイ SF 9 19 
モモノハナ SDF 1 2 1! 1 
ニッコウガイ科 SDF 2 

ミゾガイ

シキクシガイ科 1 2 
不明二枚貝 A 3 
ツキガイ科 2 2 
不明ー性員顕 3 3 
ミミイカ 1 
タモヒトデ掴 1 1 2 2 2 3 6 
オカメプンブク 1 2 
?メウニ

カシr~:;閉

組 5包額 1 17 3 6 2 
ヒモムシ酉 18 10 1516 15 3 1 2 8 2 
タマガンゾウピラメ

ネズッポの朝

不明生物 5 6 15剖 1 2 2 8 11 
イソギンチ申夕晴 3 1 Sagitta (2) 

露脇工 10初田岨小田名田時千D園田S1田541810211 211却 1401田

斗

2 4 19 

2 3 5 3 1 1 31 1 4 2 6 4 
7 2 
円 14 4 4 2 3 1 1 7 1 2 4 8 2 8 

2 

4 
2 

1 2 2 2 
2 

z 
2 1 1 1 3 

1 
4 1 I 

2 
1 10 2 2 不明十脚頭 1 2 2 2 
2 3 1 

不明カユ顕2 2 
不明Ijl般 2 1 不明Ijl般 4

z 
2 

4 2 2 4 
1 

4 3 2 
1 10 2 2 2 4 
I 6 1 1 2 2 

2 2 16 6 
1田 4 5 

2 4 2 2 2 2 2 
1 

2 2 4 2 6 
z 2 2 2 

1 ソデガイC(21 (日 (1) 2 
1 4 6 6 6 2 4 2 6 2 10 14血 2 2 

2 2 2 
17 

10 2 1'" 
3 2 2 

2 2 2 
2 

2 1 2 
2 
2 4 6 1 2 4 2 4 2 2 

I 2 2 2 2 3 8 2 10 

2 4 2 4 1 1 2 6410266  
3 1 1 1 4 3 2 

1 

5 
1 2 17 1 1 3521017122 2 

144361851210222 10 3 4 22 562544126410644 
1 

1 1 1 1 
S畠gltta 1 1 3 4 6 2 8 6 1 1 2 2 2 2 2 4 4 
(1) 2 l 2 1 3 1 
10却泊朝団田示。曲釦 l田 1101血 1却 1401田 1020担 40田田 70田由 1田 110120.1国 1岨 1由
丸之浜 S 54.8.23 大開 S54.9.3 
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これらの底生動物は，底生動物食の魚類

の餌料となっていると考えられる。しかし

非選択的堆積物食者は泥土中iζ埋没して生

活するため魚類には観察出来ず，餌料とし

ての価値は殆んどないであろうと推測する。

選択的堆積物食者は，底質表層の有機物lζ

富んだ堆積物を集めるための器官を持ち，

それが底質上lζ観察されるため，魚類の捕

食対象になり得ると思われる。

水深 100m~ 150 m K出現の多いナナテ

イソメ亜科およびカザリゴカイ科等の大型

の多毛穎は，底生動物食の魚類の重要な餌

料となっているであろう。また，水深 10m

~50 mlζ出現の多い多毛類スピオ科の種，

ヨコエビ類および二枚貝類は，浅海域lと生

息する底生動物食の魚類幼稚仔の餌料となっ

ているであろう， と推測するが， ζれらの

知見は乏しく，重要漁業対象種の幼稚期の

飼料の実態および生息場の環境を明らかに

する乙とが今後の課題である。

小名浜
@ 選択的堆積物金者

0 非選択的堆漬物食者
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